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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】バッテリーが着脱し易く且つ防塵防水機能に優
れるバッテリー収容装置を提供する。
【解決手段】所定の前後方向の後側に設けられる後壁と
、後壁から前後方向の前側へ延伸することにより、後壁
と共にバッテリー８を収容するバッテリー収容空間を画
成すると共に、前後方向の前側からバッテリーをバッテ
リー収容空間に入れるための開口１０３を画成する包囲
壁を有するケースと、ケースに枢設されると共に、ケー
スに対してケースの開口を閉じるクローズ位置と、ケー
スの包囲壁の延伸方向と平行となるオープン位置との間
で回転させることができる前蓋と、を備え、前蓋を前記
オープン位置まで回転させて、バッテリーを、開口を介
してバッテリー収容空間に入れる。
【選択図】図４
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　接続部を有するバッテリーを収容した状態で、前記接続部を介して、前記バッテリーと
エネルギーステーションを接続する際に用いられるバッテリー収容装置であって、
　前後方向の後側に設けられる後壁と、前記後壁から前記前後方向の前側へ延伸すること
により、前記後壁と共に前記バッテリーを収容するバッテリー収容空間を画成すると共に
、前記前後方向の前側から前記バッテリーを前記バッテリー収容空間に入れるための開口
を画成する包囲壁を有するケースと、
　前記ケースに枢設されると共に、前記ケースに対して前記ケースの前記開口を閉じるク
ローズ位置と、前記ケースの前記包囲壁の延伸方向と平行となるオープン位置との間で回
転させることができる前蓋と、を備え、
　前記前蓋を前記オープン位置まで回転させて、前記バッテリーを、前記開口を介して前
記バッテリー収容空間に入れることができる
　ことを特徴とするバッテリー収容装置。
【請求項２】
　前記前蓋は、
　前蓋本体と、
　前記前後方向と直交する左右方向へ延伸し、且つ前記ケースの前記包囲壁に枢設される
回転軸と、
　前記前蓋本体と前記回転軸との間を接続する連接部とを備え、
　前記前蓋本体と前記連接部は、前記回転軸を軸心として、前記ケースに対して回転し、
前記前蓋本体と前記連接部が、前記クローズ位置まで回転した状態のとき、
　前記前蓋の前記前蓋本体が、前記ケースの前記開口を閉じる
　ことを特徴とする請求項１に記載のバッテリー収容装置。
【請求項３】
　前記前蓋における前記前蓋本体の前記連接部から離れた一端には第１の引き付け部が設
けられており、
　前記ケースの前記包囲壁の内壁面には第２の引き付け部が設けられており、
　前記前蓋の前記前蓋本体が前記クローズ位置まで回転したとき、前記第１の引き付け部
と前記第２の引き付け部とは互いに接近して互いに吸着する
　ことを特徴とする請求項２に記載のバッテリー収容装置。
【請求項４】
　前記第１の引き付け部と前記第２の引き付け部はいずれも磁石である
　ことを特徴とする請求項３に記載のバッテリー収容装置。
【請求項５】
　前記バッテリー収容空間の前記前後方向と前記左右方向のいずれにも直交する上下方向
の上側で、前記左右方向に沿って延伸して両端が前記ケースの前記包囲壁の内壁面に固定
されるストッパーを更に備え、
　前記前蓋の前記前蓋本体が前記連接部と共に前記オープン位置まで回転したとき、前記
ストッパーは前記連接部に当接し、前記前蓋を、前記ケースの前記包囲壁の外側へ更に回
転できないようにする
　ことを特徴とする請求項２に記載のバッテリー収容装置。
【請求項６】
　前記前蓋の回転軸に嵌められるように設けられるばねを更に備え、
　前記ばねの両端は、前蓋の連結部と、前記ストッパーにそれぞれ当接し、前記バッテリ
ーが前記バッテリー収容空間から引き抜かれた際は、前記ばねは、前蓋が前記クローズ位
置にすぐに復帰するのを確保するように用いられる
　ことを特徴とする請求項５に記載のバッテリー収容装置。
【請求項７】
　前記ストッパーは板金部材である
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　ことを特徴とする請求項５に記載のバッテリー収容装置。
【請求項８】
　前記ケースの前記後壁に配置されて前記バッテリーと前記エネルギーステーションを電
気的に接続させるフローティングコネクタと、
　前記ケースの前記包囲壁に設けられると共に、前記包囲壁の前記開口に隣接するドアス
トップ機構とを、更に備え、
　前記バッテリーと前記フローティングコネクタが電気的に接続されたとき、前記ドアス
トップ機構は前記バッテリーをロックし、
　前記バッテリーと前記フローティングコネクタの電気的な接続が解除されたとき、前記
ドアストップ機構は前記バッテリーに対するロックを解除して、前記バッテリーを前記ケ
ースの前記バッテリー収容空間から取り出すことができるようにする
　ことを特徴とする請求項１に記載のバッテリー収容装置。
【請求項９】
　前記前蓋の回転方向は、前記バッテリー収容空間の内部へ向かう方向である
　ことを特徴とする請求項１に記載のバッテリー収容装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案はバッテリー収容装置に関し、特にバッテリーが着脱し易く且つ防塵防水機能に
優れるバッテリー収容装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電気自動車の急速な発展に伴い、バッテリーを充電するためのエネルギーステーション
が各地に設けられ始めている。
【０００３】
　しかしながら、現在市場で用いられているエネルギーステーションは、商用化されたク
ラウド監視サービス、充電の安全性に加え、使用者の利便性を実現するために、内部構造
が複雑化し易くその結果、部品点数の増加を招き、製造及び修理のコストも高いといった
傾向がある。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した従来のエネルギーステーションでは、バッテリーを充電する際にバッテリーを
挿入するための複数の充電用スロットが設けられる。
【０００５】
　しかし、使用者がバッテリーを従来のエネルギーステーションで充電するためには、通
常、充電スロットの前面に設けられたカバーを開くために、エネルギーステーションの操
作パネルを操作する必要があり、手間がかかる。
【０００６】
　このことから、あまり時間をかけずに簡単な操作を経るだけでバッテリーの充電を開始
することができるようなエネルギーステーションの登場が望まれている。また、エネルギ
ーステーションは長時間の充電と継続した運転機能を必要とし、充電に際して安全性も求
められ、更には、防水性と防塵性を確保できる必要もある。
【０００７】
　本考案は、このような問題に鑑みて、バッテリーが着脱し易く且つ防塵防水機能に優れ
るバッテリー収容装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本考案は以上の問題に鑑みて以下の構成を備える。
【０００９】
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　接続部を有するバッテリーを収容した状態で、前記接続部を介して、前記バッテリーと
エネルギーステーションを接続する際に用いられるバッテリー収容装置であって、前後方
向の後側に設けられる後壁と、前記後壁から前記前後方向の前側へ延伸することにより、
前記後壁と共に前記バッテリーを収容するバッテリー収容空間を画成すると共に、前記前
後方向の前側から前記バッテリーを前記バッテリー収容空間に入れるための開口を画成す
る包囲壁を有するケースと、前記ケースに枢設されると共に、前記ケースに対して前記ケ
ースの前記開口を閉じるクローズ位置と、前記ケースの前記包囲壁の延伸方向と平行とな
るオープン位置との間で回転させることができる前蓋と、を備え、前記前蓋を前記オープ
ン位置まで回転させて、前記バッテリーを、前記開口を介して前記バッテリー収容空間に
入れることができる。
【考案の効果】
【００１０】
　本考案は、バッテリーがバッテリー収容空間に収容されていないときでも、前蓋をクロ
ーズ位置に維持することができるので防水と防塵の機能を発揮することができる。また、
使用者は容易にバッテリーをバッテリー収容空間に挿入することができ、充電が完了した
後にバッテリーが引き抜かれた後は、前蓋が素早く簡単に閉まるので、この状態でも防水
と防塵の機能を発揮し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本考案のバッテリー収容装置がエネルギーステーションに取り付けられた様子を
説明する正面図である。
【図２】本考案の実施形態の回転可能な前蓋を備えたバッテリー収容装置を示す斜視図で
ある。
【図３】本考案の実施形態においてバッテリーをエネルギーステーションのバッテリー収
容装置に入れた状態を説明する斜視図である。
【図４】バッテリーをバッテリー収容装置に入れて前蓋がオープン位置まで移動した状態
を説明する部分断面図である。
【図５】ケースの後壁とフローティングコネクタの位置関係を説明するための斜視図であ
る。
【図６】本考案のドアストップ機構の斜視図である。
【図７】前蓋がクローズ位置にあり、まだバッテリーを挿入していない状態の断面図であ
る。
【図８】バッテリーを挿入し始めてバッテリーの前側で前蓋を押している状態を説明する
断面図である。
【図９】バッテリーを挿入し終えて、前蓋がオープン位置まで移動した状態を説明する断
面図である。
【考案を実施するための形態】
【００１２】
　図１と図２を参照して本考案のバッテリー収容装置を説明する。ここで、図１は本考案
のバッテリー収容装置１がエネルギーステーション９に取り付けられた様子を説明する正
面図である。また、図２は本考案の実施形態の回転可能な前蓋１８を備えたバッテリー収
容装置１を示す斜視図である。
【００１３】
　図１に示すように、本考案のバッテリー収容装置１はエネルギーステーション９に設け
られる。また、図１、図２に示すように、バッテリー収容装置１にはバッテリー８が入れ
られる。
【００１４】
　次に、図２～図９を参照してバッテリー収容装置１の構成を説明する。ここで、図３は
本考案の実施形態においてバッテリー８をエネルギーステーション９のバッテリー収容装
置１に入れた状態を説明する斜視図であり、図４はバッテリー８をバッテリー収容装置１
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に入れて前蓋１８がオープン位置まで移動した状態を説明する部分断面図である。また、
図５はケース１０の後壁とフローティングコネクタ１２の位置関係を説明するための斜視
図である。
【００１５】
　また、図６は本考案のドアストップ機構１３の斜視図である。また、図７は前蓋１８が
クローズ位置にあり、まだバッテリー８を挿入していない状態の断面図であり、図８はバ
ッテリー８を挿入し始めてバッテリー８の前側で前蓋１８を押している状態を説明する断
面図であり、図９はバッテリー８を挿入し終えて、前蓋１８がオープン位置まで移動した
状態を説明する断面図である。
【００１６】
　図２～図９に示すように、バッテリー収容装置１は、ケース１０と、可動ボード１１（
図２）と、フローティングコネクタ１２（図２、図５）と、ドアストップ機構１３と、例
えば強力な磁石からなる第１の引き付け部１４と、第２の引き付け部１５と、例えば板金
部材からなるストッパー１６と、２つのセンサー１７と、前蓋１８と、ばね１９と、を備
える。
【００１７】
　図２と図５に示すように、本実施形態で、ケース１０は、通孔１０４が画成された後壁
１０１と、この後壁１０１から前後方向Ｘの前側へ延出して後壁１０１と共にバッテリー
収容空間１００を画成する包囲壁１０２を備える。また、包囲壁１０２は、その前側にバ
ッテリー８がバッテリー収容空間１００に入る際に通過する開口１０３が形成されている
。
【００１８】
　なお、包囲壁１０２は図２、図４等に示すように、前後方向に延伸する底壁１０２１と
、左右方向において間をあけて、それぞれ底壁１０２１から上下方向の上側に延伸する側
壁１０２２を備える。
【００１９】
　本実施形態では、可動ボード１１は、図２に示すように、ケース１０の後壁１０１に相
対的に移動可能に設けられており、貫通孔１１１を画成している。本実施形態では、可動
ボード１１は、ケース１０の包囲壁１０２のバッテリー収容空間１００の内部に位置する
。すなわち、図４に示すようにバッテリー８がバッテリー収容空間１００内に挿入された
ときに、可動ボード１１は、バッテリー８とケース１０の後壁１０１との間に位置する。
【００２０】
　また、図２、図７に示すように、フローティングコネクタ１２は、ケース１０の後壁１
０１に対してケース１０の後壁１０１の通孔１０４を移動可能に貫通するように設けられ
る。また、フローティングパネル１２は、可動ボード１１の貫通孔１１１に固定可能に貫
通するよう設けられる穿設部１２１を備える。
【００２１】
　また、フローティングパネル１２は、フローティングパネル１２の穿設部１２１から前
後方向Ｘの前向きに延伸してバッテリー８に設けられている接続部８１と電気的に接続す
るガイド部１２２をも備える。
【００２２】
　図２、図４、図６に示すように、ドアストップ機構１３は、ケース１０の包囲壁１０２
の上下方向Ｚにおける上側の面に、包囲壁１０２の開口１０３に隣接するよう設けられる
。また、本実施形態において、ドアストップ機構１３は、固定フレーム１３０と収容ボッ
クス１３１と突起１３２を備える。ここで、固定フレーム１３０は、略コの字形に形成さ
れ、ケース１０の包囲壁１０２の上側の面に、包囲壁１０２に形成された開口部１０３と
隣接するように設けられる。
【００２３】
　収容ボックス１３１は底面側が固定フレーム１３０に固定され、上下方向Ｚの上側に延
伸するようにブロック状に形成される。突起１３２は、収容ボックス１３１の下側へ延伸
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するように設けられ、この突起１３２の上側には略楕円形のスロット１３５（図６）が形
成される。
【００２４】
　ドアストップ機構１３は、図６に示すように、これらの構成の他に、更に、収容ボック
ス１３１の内部に設けられ、突起１３２のスロット１３５内を移動するカム１３３と、収
容ボックス１３１内に設けられ、カム１３３を、軸心１３４０を回転軸として偏心するよ
うに回転させることができるモーター等からなるアクチュエータ１３４を備える。
【００２５】
　本実施形態では、センサー１７は、ケース１０の内壁面の内部を観察できるように配置
されており、バッテリー収容空間１００内におけるバッテリー８の位置を検知するために
用いられる。
【００２６】
　また、図４と図５に示すように、一方のセンサー１７は、ケース１０の包囲壁１０２の
外側に設けられ、且つ包囲壁１０２の内壁面の内部の様子を観察できるように、包囲壁１
０２の外側の開口１０３に隣接して配置されている。また、図５に示すように、他方のセ
ンサー１７は、ケース１０の後壁１０１に配置されている。
【００２７】
　前蓋１８は、ケース１０に枢設され、図２、図７に示すクローズ位置と図４、図９に示
すオープン位置との間でケース１０に対して回転可能である。
【００２８】
　即ち、前蓋１８は、ケース１０の開口１０３を覆うようにクローズ位置に回転すること
ができ、更に、開口１０３を閉じないように包囲壁１０２の延伸方向と平行（要するに包
囲壁１０２の底壁１０２１の延伸方向と平行な方向）なオープン位置に回転することもで
きる。
【００２９】
　そのため、バッテリー８をバッテリー収容空間１００に入れることができる。なお、本
実施形態では、前蓋１８はバッテリー収容空間１００の内部に向かって回動する。
【００３０】
　本実施形態では、前蓋１８は、前蓋本体１８１と、前後方向Ｘと直交する左右方向Ｙに
延伸するようにケース１０の包囲壁１０２に回転可能に取り付けられた回転軸１８２と、
前蓋本体１８１と回転軸１８２との間を接続する連接部１８３を備える。
【００３１】
　前蓋本体１８１と連接部１８３とは回転軸１８２を軸心として、ケース１０に対して共
に回動する。また、図２、図７に示すように、前蓋本体１８１と連結部１８３がクローズ
位置に回転されると、前蓋１８は、前蓋本体１８１でケース１０の開口１０３を覆う。
【００３２】
　図４に示すように、ストッパー１６の両端は、ケース１０の包囲壁１０２の内壁面に固
定され且つばね固定孔１６１が設けられている。前蓋１８の前蓋本体１８１が連結部１８
３と共に回転してオープン位置まで移動すると、ストッパー１６が連結部１８３を止める
ため、前蓋１８を包囲壁１０２の外側へ更に回転することを防止できる。
【００３３】
　図７に示すように、ばね１９は前蓋１８の回転軸１８２に嵌められるように設けられる
。ばね１９の両端は、前蓋１８の連結部１８３と、ストッパー１６（例えばストッパー１
６のばね固定孔１６１の孔の端部に当接することができる。）に当接できる。そして、バ
ッテリー１８がバッテリー収容空間１００から引き抜かれた際は、ばね１９は、前蓋１８
がスムーズにクローズ位置に復帰するのを確保することができるように使用される。
【００３４】
　本実施形態では、第１の引き付け部１４は前蓋１８の前蓋本体１８１の連接部１８３と
は反対側の端部に設けられ、第２の引き付け部１５はケース１０の包囲壁１０２の内壁に
設けられている。前蓋１８の前蓋本体１８１がクローズ位置にまで回転すると、第１の引
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き付け部１４と第２の引き付け部１５が隣接して互いに吸着される。
【００３５】
　図１、図２、図４、図７に示すように、バッテリー収容空間１００に充電用のバッテリ
ー８が装着されていない場合は、前蓋１８は、コンピュータや手動制御装置を装着してい
なくても、ばね１９の弾性反発力によって、第１の引き付け部１４が移動して、自動的に
第２の引き付け部１５があるクローズ位置にて位置が定まるので、使用者はエネルギース
テーション９のどのバッテリー収容装置１にバッテリー８が挿入されていないかを視覚的
に把握することができる。
【００３６】
　この状態では、前蓋１８がクローズ位置のときはアンロック状態なので、使用者はバッ
テリー８の接続部８１が形成された面を、送り方向の前側に置いた状態で、前蓋１８を押
して、前蓋１８の回転軸１８２を軸心として前蓋本体１８１を上側へ回転させ、バッテリ
ー８をバッテリー収容空間１００に押し込むことができる。
【００３７】
　このとき、図８に示すように、包囲壁１０２の開口１０３に隣接するセンサー１７がバ
ッテリー８が押し込まれ、バッテリー８が中に入っていることを検知する。
【００３８】
　ここで、使用者がバッテリー８を押し続けているが、内部を移動中であり、ケース１０
の後壁１０１に設けられたセンサー１７（図５）によってまだ検知されていない場合には
、ドアストップ機構１３は未だアンロック状態にある。
【００３９】
　そして、図５、図９に示すように、バッテリー８がフローティングコネクタ１２に電気
的に接続されると、ケース１０の後壁１０１に配置されたセンサー１７がバッテリー８を
検知し、バッテリー８の接続部８１がフローティングコネクタ１２に接続されたことが検
知される。
【００４０】
　これにより、ドアストップ機構１３のアクチュエータ１３４の軸心１３４０を回転軸と
してカム１３３を偏心して回転させ、突起１３２を駆動してケース１０の包囲壁１０２の
上壁部に形成されている長孔１０５（図９参照）を介してバッテリー収容空間１００の開
口１０３から突出させる。このとき、図３、図４、図５、図９に示すようなロック状態と
なり、バッテリー８がバッテリー収容空間１００から引き出されることが突起１３２によ
り阻止される。
【００４１】
　そして、バッテリー８の充電が完了し、使用者が本人確認と料金の支払いを行うと、バ
ッテリー８の接続部８１とフローティングコネクタ１２との電気的な接続が切り離され、
アクチュエータ１３４がカム１３３を駆動して再び偏心するよう回転させる。突起１３２
を動かして上方へ退かせるために、バッテリー８はブロックされなくなり、バッテリー収
容空間１００から引き離すことができる。
【００４２】
　以上のように、回転可能な前蓋１８を有するバッテリー収容装置１は、ケース１０のバ
ッテリー収容空間１００がバッテリー８を収容しないとき、前蓋１８を前方の位置（クロ
ーズ位置）に保つことができる。また、クローズ位置の状態から、使用者は、簡単にバッ
テリー８をバッテリー収容空間１００に挿入することができる。
【００４３】
　また、充電が完了してバッテリー８が引き抜かれた後は、前蓋１８が速やかにクローズ
位置に戻るので、防水性と防塵性に優れる。
【００４４】
　以上の説明は、本考案の実施例に過ぎず、これを以って本実用新案登録請求の範囲を限
定するものではない。また、本考案の実用新案請求の範囲及び明細書の内容に簡単な付加
や変化を加えたに過ぎないものについても、実用新案登録請求の範囲に記載された考案の
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【符号の説明】
【００４５】
１　　　　バッテリー収容装置
８　　　　バッテリー
８１　　　接続部
９　　　　エネルギーステーション
１０　　　ケース
１００　　バッテリー収容空間
１０１　　後壁
１０２　　包囲壁
１０２１　底壁
１０２２　側壁
１０３　　開口
１０４　　通孔
１０５　　長孔
１１　　　可動ボード
１１１　　貫通孔
１２　　　フローティングコネクタ
１２１　　穿設部
１２２　　ガイド部
１３　　　ドアストップ機構
１３１　　収容ボックス
１３２　　突起
１３３　　カム
１３４　　アクチュエータ
１３４０　軸心
１３５　　スロット
１４　　　第１の引き付け部材
１５　　　第２の引き付け部材
１６　　　ストッパー
１６１　　ばね固定孔
１７　　　センサー
１８　　　前蓋
１８１　　前蓋本体
１８２　　回転軸
１８３　　連接部
１９　　　ばね
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